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す
っ
か
り
定
苅
し
た
町
民
体
育
祭

が、

8
月
お
日
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
開
仰
さ
れ
ま
し
た
。

部
落
町
内
会

μ
チ
!
ム
、

一
千
人

余
り
の
老
若
男
女
が
参
加
、
同
組
目

に
わ
た
る
競
技
種
目
に
熱
戦
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

小
中
学
生
男
女
寸
削
メ
ー
ト
ル
」

競
走
に
よ
り
体
育
祭
が
開
一
林
、
の
ん

び
り
人
生
や
玉
入
れ
、
「
一
二
人
ニ
脚
」

は
、
呼
吸
、
歩
関
合
わ
せ
が
縦
し
く
、

合
わ
ず
に
，
ズ

y

コ
ケ
H

た
り
、
あ

せ
れ
ば
あ
せ
る
ほ
ど
合
わ
な
く
な
る

般
目
で
す
.
「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
」

こ
の
組
目
は
、
列
立
二
人
が
一
組
み

と
な

っ
て
シ
l
ソ

台

に

ポ

l
ん
を

世
き
飛
ば
し

一
人
が
バ
ケ
ツ
で
受
け

る
や
り
方
で
す
が
、
簡
単
な
よ
う
で
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。

何
回
も
や
り
な
お
す
人
、
珍
プ
レ
ー

何
人
、
会
場
か
ら
寸
ド
y
」
と
笑
い

が
お
こ
っ
た
り
、
大
賑
わ
い
で
し
た
。

寸
浅
野
内
置
の
守
リ
レ
ー
し
は
袋
に

入
っ
て
、
挑
ん
だ
り
は
ね
た
り
、
足

が
袋
町
中
で
あ
る
だ
け
に
ま
ま
に
な

ら
ぬ
組
目
、
最
終
メ

l
ン
種
目
は
、

「
男
女
年
齢
別
リ
レ

l
」
で
あ
り
ま

す
.幼

児

(小
学
生
前
)
か
ら
印
歳
以

上
向
広
範
囲
に
わ
た
る
従
縦
走
般
目
、

選
手
も
懸
命
、
応
媛
団
も
懸
命
、
州

手
や
声
援
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、
庁

Y
7
り
し
た
り
、
喜
ん
だ
り
綿
々
、
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海
外
国
際
交
流
研
修
生
町
ベ
パ
リ
さ

ん
も
「
ナ
イ
ス
キ
ャ

ッ
チ
や
浅
野
内

匠
の
守
リ
レ

l
」
に
参
加
す
る
な
ど

国
際
色
ゆ
た
か
な
夏
向
祭
典
で
し
た
.

話
し
に
よ
り
ま
す
と
、
体
育
祭
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
反
省
会
が
町
内

ご
と
に
他
さ
れ
、
酒
や
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
、
カ
ラ
オ
ケ
と
深
夜
に
お
よ
ぶ
大

行
事
、
す

っ
か
り
お
疲
れ
に
な
っ

た

ご
様
子
、
こ
苦
労
様
で
し
た
。

結
栄
は
、

ー
位
樋
川
、

2
位
八
束
、

3
位
大
和

南、

4
位
末
広
、

5
位
本
旭
、

6
位

栄、

7
位
来
日
刊
、

8
位
御
彬
、

9
位

雨、

m位
閥
工
団
、
日
位
金
原
、
ロ

位
向
同
村
、
日
位
日
英
、

H
位
南
栄
、

同
位
級
、
日
m
位
大
和
北
、
口
位
束
、

児
位
昭
和
、
問
位
日
の
出
、
初
位
中

里
、
幻
位
曙

.
n位
花
石
、
日
ω
位
英

利
河
、
剖
位
八
幡
、
と
以
上
の
よ
う

な
成
縦
で
し
た
が
、
予
選
を
通
過
し

な
い
と
こ
の
祭
典
に
出
場
で
き
な
い

と
言
う
チ

l
ム
が
あ
る
と
か
、
ま
た

来
る
翌
年
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

( 2 ) 

全家庭に配布する「花町種」

¥
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1
移

動

相

談

所

の

開

設

|
」

一

「

|
専
門
相
談
員
が
来
町
L

一

悩
ん
で
い
る
よ
り
ま
ず
相
談

国
民
年
金
の
し
く
み
を
皆
さ

ん
に
よ
り

一
層
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
叩
月
を
寸
国
民
年
金

普
及
推
進
月
間
し
と
し
て
普
及

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

@

日

時

日
月
2
日

9
時
3
M
時

@

場

所

今

金

町

役

場

出
日
頃
、
疑
問
に
思
っ
て

い
る

こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
、

こ
の
機
会
に
ご
相
絞
く
だ
さ
い
。

( 3 ) 

寸
国
民
年
金
推
進
週
間
l
」

「

|
お
気
軽
に
ご
相
談
を
L

役
場
で
は
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
.

@
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叩
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日
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1
口
時
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国
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月

初

日
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i
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時

今
金
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民
セ
ン
タ
ー

婦
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会
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織

国
民
年
金
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場
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@
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者

@

内

容
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豊作を期待

今
年
は
、
折
り
か
ら
の
前
犬
に

E

ま
れ
た
こ
と
か
ら
収
作
が
期
待
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
、
9
n
m
日
新
米
の

初
出
初
が
あ
り
ま
し
た
。

一
帯
乗
り
を
し
た
の
は
、
白
球
井

克
治
さ
ん

(神
丘

)
で
‘
出
荷
数
量

活
保
、
食
秘
事
務
所
の
検
読
も

一
帯

米
と
上
質
米
、
大
盟
作
の
よ
う
で
す
。

で
も
、
全
体
的
に
収
機
し
て
見
を
い

と
何
ん
と
も
い
え
な
い
が
、
日
依
は

確
か
で
は
4
1ー
と
EL

治
し
て
お
り
ま
し

た

• • 

作物作況状況農和 59年度S1j 
こ
れ
は
、
道
教
委
と
例
日
新
聞
利

な
ど
の
主
催
に
よ
り
選
巧
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
の
北
海
道
健
康
優

良
学
校

(小
学
校
)
と
し
て
、
五
校

北
海
道
代
表
に
選
抜

舎金小学校全選健康優良枝表彰

今小プー

こ
う
し
た
戸
を
間
〈
の
も
4
年
ぶ

り
の
こ
と
.
今
年
の
作
況
指
数

(
資

料

・
政
業
改
品
普
及
所
鎚
供
)
に
よ

る
と
、
水
稲
川
%
、
大
豆
削
%
、
小

一比
四
%
、
て
ん
楽
町
四
%
、
出
向
鈴
し
ょ

m
%
、
デ
ン
ト
コ

l
ン
郎
%
、
牧
草

叩
%
の
数
字
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す。
し
か
し
、
今
金
町
全
域
を
見
た
場

合
、
一
部
に
は

8
月
辺
、
幻
自
の
台

風
山
号
に
よ
る
風
雨
災
筈
を
受
け
た

地
区
も
あ
り
ま
す
。
号
つ
し
た
彬
轡
が

ど
の
よ
う
な
結
県
に
な
る
の
か
、
楽

観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
よ
う
で
す
.

近
年
内
組
生
産
相
や
生
産
業
所
科

(
統
計
的
報
不
務
所
制
べ
)
の
推
移

を
凡
ま
す
と
、
昭
和
以
年
度
と
昭
和

問
年
度
と
の
水
相
反
収
を
比
較
し
て

児
ま
す
と
、
日
年
度
術
旬
、
日
年
度

仰
い
刊
、
出
向
い
刊
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
、
脱
作
物
全
体
的
粗
生
産
額
を

比
較
す
る
と
、

U
A

年
度
判
億
8
千
4

百
万
円
、
回
年
度
出
億
4
千
7
百
万

円
、
こ
の
差
傾
9
億

3
千
7
百
万
円

が
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

凶
ヵ
年
に
換
n
す
る
と

3
俗

7
干
4

百
8
拾
万
円
が
肌
容
を
被
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

生
艦
農
業
所
得
(
水
間
休
耕
奨
励

金
を
含
む
)
の
推
移
を
凡
た
場
合
、

日
年
度
は
お
低
9
千

4
百
万
円
、
町
四

年
度
は
初
倍
1
千
万
円
、
日
開
地
8
子

4
百
万
円
が
減
、
こ
れ
を

一
戸
当
り

が
選
抜
さ
れ
、
そ
の
中
に
今
金
小
学

校
が
人

っ
た
も
の
で
す
.
こ
の
ぷ
杉

式
が
9
日
明
日
日
札
帆
市
に
お
い
て
刷

似
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
印

鋪
校
長
が
出
仰
す
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

今
金
小
学
校
は
、
昭
和
何
年
に
、

「
体
力
づ
く
り
し
推
進
校
と
し
て
文
部

省
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
町
年
に
は
、

三
ヵ
年
の
宍
紡
が
評
価
さ
れ
、
文
部

大
臣
表
彰
を
受
彬
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

現
在
的
児
証
数
は
邸
入
、
教
帥
判
口

数
は
剖
人
、
金
川
的
に
は
中
川品川悦ク

ラ
ス
の
芋
校
で
あ
り
ま
す
。

Jレil 賑わもぺ〉、、

に
し
て
比
る
と
、
日
年
度
は
4
百円
U

万
5
千
問
、
白
押
年
度
は
2
百
臼
万
l

千
円
、
百
回
万
4
千
円
が
減
と
な

っ

て
お
り
、
こ
の
四
ヵ
年
に
受
け
た
冷

災
害
の
打
撃
の
大
き
さ
が
う
か
が
え

る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
ば
ん
回
す
る

日
ほ
崎
町
一
川
川
川
]

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
退
職
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)

老
齢
年
金
、
厚
生
年
金
、
そ
の
他

年
金

(
旧
帝
を
含
む
)
等
の
受
給

他
者
は
昭
和
的
年
同
月
1
日
か
ら

地
行
の
退
脱
者
医
療
制
皮
肉
対
象

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
他
康
保
険
の
中

で
給
付
率
が
変
る
等
、
被
保
険
者

的
確
認
が
必
要
で
す
。

事
務
的
確
認
が
で
き
な
い
対
象

者
も
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
必
ず

寸
役
場
町
民
福
祉
諜
国
民
健
康
保

険
係
」
に
お
問
い
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

日
は
刊
行
川
U

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ま
だ
納
め
て
い
な

い
人
は
今
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
.

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納

ぐ.
i・

教
育
テ
!
?
を

「
生
命
感
、
安
定

感
、
品
川
淑
感
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
」

を
か
か
げ
、
児
砲
の
他
成
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
き
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
健
康
づ
く
り
に
当

っ
て
は
、

先
生
町

一
ー
万
的
な
お
し
つ
け
で
は
な

〈

「
児
童
と
と
も
に
熱
中
し
よ
う
」

の
精
神
の
も
と
に
取
り
組
み
、
自
主

性
を
尊
重
し
た
寸
体
力
っ
く
り
L

を

図
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
児
童
白
か

ら
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
的
計
画
を
図
り
、

実
践
す
る
や
り
方
で
す
。

各
学
級
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る

委
n
H
会
で
は
‘
月
は
じ
め
に
計
闘
し
、

活
動
を
開
始
す
る
ド
刀
法
で
す
@
何
回

初
分
間
的
・「
ゆ
と
り
の
時
間
」
を
設

け
、
各
学
級
が
独
自
の

「今
金
小
休

操
」
を
し
、
そ
の
後
、
官
官
山
ア
ス
レ

チ

Y
7
コ
l
ス
を
走

っ
た
り
、
校
庭

で
簡
単
な
ゲ

l
ム
を
し
た
り
、
体
育

館
で
登
り
綱
を
利
用
し
て
体
力
を
つ

け
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

放
課
後
は
、
友
は
木
部
、
品
、
は
ス
キ

ー
や
ポ
プ
ス
レ
ー
を
楽
し
む
、
楽

し
み
な
が
ら
体
力
を
益
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

今
金
町
は
、
ス
ポ

l
y
熱
が
向
い

こ
と
か
ら
雌
ん
で
あ
り
、
会
町

民
が
体
育
協
会
以
と
し
て
加
則

し
て
い
る
な
ど
、
ス
ポ

l
y
少

年
団
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お

り
指
導
者
に
よ
る
指
導
が

徹
底
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

に
は
、
数
年
の
歳
月
を
要
す
る
厳
し

い
も
の
が
あ
り
そ
う
で
す
.

せ
め
て
、
今
年
だ
け
で
も
盟
作
と

な
っ
て
、
今
金
町
が
明
る
く
、
病
気

あ
る

「
ま
ち
」
に
な

っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

( 4 ) 

f一一一お知らせ←一一 め
ま
せ
ん
と
、
万

一
、
病
気
や
ケ

ガ
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
隙
害
年

金
や
不
服
の
事
故
で
ご
主
人
を
亡

く
し
、
母
子
家
庭
と
な

っ
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
母
子
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
納
め

忘
れ
が
長
期
間
に
わ
た
る
と
、
老

後
の
た
め
の

t
齢
年
金
さ
え
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
@

い
ま

一
度
、
あ
な
た
の
お
手
元

町
納
付
注

(領
収
お
)
を
お
般
か

め
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
年
金
係
ま
で

国民健康保険税、

固定資産税の

納期です。

10月は、

た
、
夏
、
b

奇
跡
吋
町
長
期
休
暇
に
あ

っ

て
は
、
地
域
に
お
け
る
子
供
会
組
織

が
あ
り
、
百
人

一
首
や
ス
キ
!
大
会
、

野
球
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な

ど
盛
り
沢
山
の
行
事
が
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
児
章
と
父
母

と
先
生
と
が
一
体
化
し
て
取
り
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

最
近
、
青
少
年
非
行
の
低
年
齢
化

が
報
道
関
係
で
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
、
更

に
は
、
体
力
的
m
強
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、

一
石
ニ
山
三
日
に
も

な
る
役
訓
を
探
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
、
こ
れ
等
の
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
全
道
表
彰
、
更
に
は
全
国
へ
の

選
抜
校
と
な

っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
ま

す
。
全
国
へ
の
表
彰
式
に
は
、
印
鎗

校
長
を
始
的
、
児
童
会
的
代
表
が
列

席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す。

( 5 ) 
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ユ
ー
ス
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

8

月
げ
日
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が

開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。

作
業
は
、
毎
週
水
金
と
実
施
し
て

い
る
。
参
加
者
か
ら
「
拶
に
は
、
形

が
な
い
も
の
だ
と
思

っ
た
の
に
、

mv

が
形
に
な
っ
て
現
れ
る
己
の
名
官
が
あ

っ
た
と
か
、
少
し
土
を
即
時
す
と
石
の

か
た
ま
り
が
阪
を
山
す
と

「興
和
」

し
た
り
、
作
業
が
か
な
り

「大
胆
」

の
ご
忠
見
が
あ

っ
た
り
、
様
々
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
作
業
に
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
町
会

民
も
参
加
し
て
お
り
、
作
業
は
か
な

り
進
ん
で
い
る
。
今
後
の
取
り
進
的

処
世
と
し
て
、
中
間
見
学
を
今
回
計

画
し
ま
し
た
。
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
さ

れ
て
い
る
化
石
は
、

「
左
上
腕
骨
、

胸
維
、
右
肋
ρ
ど
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

秋
葉
教
授
か
ら
更
に
説
明
が
あ
り
、

「
骨
の
大
き
さ
な
ど
か
ら
す
る
と
体

長
お
よ
そ
叩
メ
l
l
ル
に
な
る
。
大

き
な
も
の
で
す
。
不
可
思
議
な
こ
と

に
、
川
H
に

H

キ
ズ
仰
が
あ
る
こ
と
で
、

ピリカ海牛化石

• 

こ
の
発
端
作
業
が
、

5
月
3
、4、

5、

6
目
的
凶
日
間
と
雨
天
娘
気
町

中
で
作
業
が
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
.
発
刷
後
、
今
金
に

一
部

が
山
枕
さ
れ
た
他
、
岩
見
沢
教
育
大
学

に
と
惚
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
的
経
過
に
つ
い
て
、

9
月

1
目、

2
日
と
岩
見
沢
教
育
大
学
を

訪
問
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
進
捗
状
況

を
見
学
、
小
人
大
人
を
含
む
却
人
あ

ま
り
が
こ
れ
に
参
加
、
秋
葉
教
慌
を

始
め
と
す
る
諸
先
生
方
的
説
明
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。

大
学
で
は
、

5
月
例
日
か
ら
秋
諜

教
授
を
先
頭
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業

が
抗
ち
に
開
始
さ
れ
悦
虫
気
長
に
‘

深
夜
に
お
よ
ぶ
作
業
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
、
化
石
ブ
ロ

Y
7
別
に

な
り
、
作
業
が
進
め
ら
れ
、

此
重
と

さ
れ
て
い
る
頑
張
背
部
分
に
は
、
赤

チ
ョ
ー
ク
で
線
引
き
れ
、
危
険
信
号

の
表
示
が
あ
っ
た
り
、
作
業
中
、
時
々
、

作
出
た
u

と
の
観
戸
、
し
か
し
、

て

い
ね
い
に
堀

っ
て
見
る
と
有
機
質
的

皮
で
あ

っ
た
り
、

「
f
y
カ
リ
」
し

た
り
.
ま
た
、
正
休
不
明
町
珍
川
け
が

出
現
、
こ
の
診
断
に
苦
慮
し
た
り
、

極
々
‘
そ
の
紡
州
市
は
、
府
か
ら
腕
に

か
け
て
あ
る
刊
の

一
部
で
あ
る
と
判

断
が
主
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

大
学
に
搬
入
さ
れ
た
化
石
は

「
政

蓋
官
、
顕
雄
、
左
右
の
日
甲
骨
、
右

• • 
こ
れ
を
ど
う
判
断
す
る
か
|
|。

府
中
刊
が
左
有
の
大
き
さ
が
巡
う
@

こ
れ
は
、
人
間
と
同
じ
で
利
子
な
ど

に
よ

っ
て
刊
の
発
達
が
逃

っ
て
く
る
日

な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

作
業
工
位
に
つ
い
て
‘

「
刊
の
賀
、

状
態
に
よ

っ
て
判
断
し
‘
こ
れ
が
絶

対
と
言
う
方
法
は
な
い
。
見
極
め
が

大
切
で
あ
り
、
そ
し
て
端
か
ら
き
め

て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
U
な
ど
の
概
要

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
大
学
の
横
手
に
あ
る
「
北

海
道
的
岩
石
間
」
が
あ
り
‘
主
な
石

や
化
石
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
所
を
見

学、

「
今
度
、
今
金
の
所
に
英
利
河

上
腕
骨
、
左
右
円
前
腕
骨
、
胸
骨
」

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

進
捗
率
は
印
%
程
度
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
、
チ
ヨ
ッ
ト
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
等
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

あ
た
り
先
生
は
、
「
化
石
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
特
徴
が
あ
り
、
統
一
し

た
方
法
で
作
業
が
で
き
る
と
言
う
も

の
で
は
な
い
己
と
の
こ
と
‘

ま
た
、

次
の
よ
う
な
お
話
し
が
あ
っ
た
や
に

も
「
俺
は
ど
、
ヲ
し
て
、
こ
う
イ
ジ
ケ

た
化
石
ば

っ
か
り
当
る
ん
だ
ろ
う
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
み
た
い
な
硬
い
の
に

当
っ
て
み
た
い
よ
l
U
と
の

尖
利
河
町
海
牛
化
石
は
、
そ
の
イ
ジ

ケ
の

一
つ
の
よ
う
で
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
も
、
こ
う
し

た
諸
々
の
反
省
か
ら
英
利
河
式
が
生

ま
れ
、
特
殊
な
る
方
法
で
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
先
生
は
心
配
さ

れ
.
「
今
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
|

|
U
と
心
は
今
金
に
走
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

今
金
町
状
況
に
つ
い
て
、
秋
葉
教

般
に
報
告
、
諸
先
生
方
と
の
話
し
合

い
が
な
さ
れ
ま
し
た
.

今
金
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
班
は
、

6
月

お
日
に
英
利
河
海
牛
化
石
間
査
研
究

会
を
発
足
さ
せ
て
か
ら
、
旧
A
Y
金
日

等
学
校
実
習
室
を
改
造
、
研
究
室
が

設
け
ら
れ
、
お
名
を
も
っ
て
ス
タ
ー

ト
、
岩
見
沢
教
育
大
学
的
「
海
牛
ニ

( 6 1 

海
牛
肉
立
札
や
メ
ノ
ウ
石
な
ど
を
陳

列
し
て
ほ
し
い
己
と
見
学
者
か
ら
熱

気
あ
ふ
れ
る
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
.

大
学
的
見
学
を
料
、
ぇ
‘
江
別
市
に

向
い
、
附
拓
記
念
館
を
見
学
、
忠
新

産
ナ
ウ
ン
マ
ン
象
や
恐
竜
ア
ロ
ザ
ウ

ル
ス
の
模
型
な
ど
の
他
、
一
生
お
目

に
か
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
「
保
存
化
石
し
な
ど
と
対
面
、

英
利
河
海
牛
肉
化
石
も
将
来
は
、
こ

ん
な
ふ
う
に
な
る
ん
だ
な
あ
|

|
。

と
ジ
ュ
ニ
ア
会
只
や
大
人
た
ち
も
夢

ふ
く
ら
ま
せ
て
た
り
、
恐
竜
の
あ
ま

り
の
大
き
さ
に

n
ビ

Y
7
リ
。
し
た

り
で
、
強
力
な
印
象
を
受
け
た
よ
う

で
す
.

舟
町
後
、
作
業
が
継
続
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
熱
い
心
、
熱
い
服
ざ

し
が
指
先
に
集
中
、
ま
だ
「
夢

さ
め
あ
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
雰
囲

気
、
ロ
マ
ン
求
め
る
熱
気

が
、
更
に
一
層
か
り
た
て
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

いま今金でも盛んに

進められている

フリーニンゲ作業

(7) 



窃

国鉄瀬棚線を利用して……存続を訴える

こ
の
似
し
が
、

9
月
時
日
長
万
部

町
と
長
万
部
小
学
校
P
T
A
が
主
仙、

国
鉄
長
万
部
駅
や
今
金
駅
、
今
金
町
、

今
金
位
協
が
後
援
と
な

っ
て
開
催
さ

先
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
今

年
は
、
フ
イ
ン
ド
レ
ベ
パ
リ
さ
ん

(
お
成
)
ア
メ
リ
カ
・カ
ル
フ
方
ル
ニ

ア
州
出
身
(
村
上
相
秋
さ
ん
宅
)
と

ロ
ー
ズ
ロ
l
レ
ル
さ
ん

(μ
成
)

ア
メ
リ
カ
・イ
リ
ノ
イ
州
出
身
(
柑

哲
了
さ
ん
宅
)
の
二
人
が
8
月
山
崎
日

に
来
町
さ
れ
て
お
り
、

9
月
2
日
に

帰
ら
れ
る
と
の
こ
と
、
そ
の
パ
ー
テ

ィ
ー
が
8
月
白
日
夜
、
尚
美
公
園
に

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

第6回国際交涜の集い留学生サヨナラパーティー

の架l国

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
手
刷
り
に
先
だ
ち
、
股
協
中

断
専
務
か
ら

「
よ
く
来
て
く
れ
ま
し

た
。
今
金
児
路
い
も
は
、
原
脱
出
柑
山
川

か
ら
始
ま
り
、
隔
制
附
栽
府
を
し
て
い

る
も

っ
と
も
選
れ
た
良
質
の
美
味
し

い
男
爵
い
も
で
す
。
沢
山
細
っ
て
川町

っ
て
く
だ
さ
い
日
と
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

場
所
は
、
矢
野
繁
さ
ん
毛

(神

丘
)
の
芋
畑
、

一
町
歩
の

一
区
画
に

別
人
あ
ま
り
参
集
、

一
人
当
た
り

7

1
8
株
が
訓
当
て
ら
れ
、

一
斉
に
畑

に
入
り
、
・
い
も
抑
り
作
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
「
ア

y
夕
、
ア

y
タ」

と
叩
けよ
小
人
的

ρ
や
「
今
夜
さ
っ
そ

く
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
事
ジ
ャ
ガ
が
作

れ
る
ね
己
と
か
「
家
の
お
父
さ
ん
は

芋
が
大
府
き
|
|
き
っ
と
泣
い
て
忠

よ
わ
|
|
日

な
ど
と
.
今
夜
の
料
理

の
話
し
ゃ
ご
主
人
思
い
の
奥
さ
ん
の

戸
が
ち
ら
ほ
ら
、
ま
た

「
こ
ん
主
に

苧
が
以
山
あ
る
と
俺
は
今
夜
半
円
夢

を
見
そ
う
だ
口
と
話
す
お
父
さ
ん
も

い
た
り
、
殺
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
倒
れ
な
い
手
つ
き
の

小
人
速
や
お
母
さ
ん
も
い
た
り
、
「も

っ
と
掘
り
た
い
な
あ
|
|
l
」
と
言
う

小
人
も
い
だ
り
で
し
た
が
寸
毎
年

こ
ん
な
計
画
が
あ
る
町
で
す
か
|
|

、¥、1‘
:.;‘!.i‘!.i‘!‘;.!.i‘!.;'!.;‘l.
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畑
を
側
人
に
は
刊
貸
M
L
て
は
〈
れ
な
い
一

1
大

蔵

省

北

海

道

財

務

局

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
」

の
で
す
か
|
|
日
な
ど
の
戸
も
あ
り
一
一

f

I

I

〉

E
t
r
:
3
'

一

「1
1

1

1

-

-

函

館

財

務

部

の

機

構

が

変

わ

る

L
一

ま
し
た
。

掘
り
料
、
之
、
一
人
有
例
以
上
町
大
一
川
月
1
日
か
ら
「
函
館
財
務
部
」
歳
出
子
郷
町
総
越
承
一
組
事
務
、
共
一

収
機
に
、
品
川
い
虫
い
と
運
搬
も
大
変
、
一
が
「
函
館
財
務

4
務
所
」
に
変
わ
る
済
組
合
の
抗
査
市
中
務
、
右
側
疏
券
通

.

紳
丘
イ
マ
ヌ
エ
ル
川
町
家
円
前
で
畳
一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
・

知
性
的
受
理
事
務
、
問
品
券
に
附
す
一

食
休
問
、
い
ま
州
っ
て
き
た
ば
か
り
一

「商
館
財
務
事
務
所
」
の

F
務
は
、
る
事
務
等
は
、
今
後
、
北
海
道
財
務
一

円
芋
で
さ
っ
そ
く
豚
H
料
理
、
小
人
一

M
有
財
産
の
管
理
処
分
事
務
、
金
融
局
(
〒
側
、
札
帆
市
中
央
区
北
3
条

.

述
は
こ
の
豚
汁
に
苛
づ
っ
み
を
う
っ

一
機
関
の
監
督
事
務
、
地
方
公
共
団
体
西
4
丁
目
‘
札
帆
第

一
合
同
庁
舎
、
一

て

お

り

ま

し

た

。

-

に

対

す

る

融

資

事

務

等

は

引

続

き

笑

屯

話

0

1

1
1
2
3
l
i
-

-
5
1

二

一
施
す
る
。

で

処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

-

赤

い

羽

根

の

l

i

l

i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
J
a

-

-
e
 

一

「

I

l

l

i

-

-

|

共

同

募

金

運

動

に

つ

い

て

し

一

一
今
年
も
ゆ
月
l
H
か
ら
ロ
月
白
日
た
め
の
配
分
車
は
‘
旬
%
を
こ
え
、
一

ま
で
の
3
ヵ
H
間
全
国
一
斉
に
赤
い
紅
毛
の
ね
た
き
り
名
人
へ
の
入
浴
サ

一
羽
線
共
同
募
金
運
動
が
尖
地
さ
れ
ま
l
ピ
ス
や
紅
宅
内
心
身
防
部
光
(
者
)

一

す

.

の

小

川

胤

鋭

校

住

所

巡

J

甘
い
れ
接
持
可
に
亦
一

一
昭
和
幻
年
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
い
羽
似
が
生
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
泊
阿
目
を
迎
え
ま
し
た
・
当
初

は

民

あ

な

た

の

あ

た

た

か

い

心

づ
か
い

'

一
川
相
会
制
制
施
設
へ
の
配
分
が
主
で
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

目

し

た

が

、

近

年

は

地

械

州

制

前

動

の

社

会

福

剖

協

議

会

事

務

局

• • 
こ
の
会
的
附
備
に
あ
た
り
、
小
問
外

研
修
経
験
の
あ
る
印
人
余
り
の
万
々

が
山
胤
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
尚

工
会
内
年
前
や
出
刊
行
協
同
人
た
ち
の

協
力
が
あ
っ
て
「
牛
肉
の
鉄
板
焼
、

イ
カ
焼
、
サ
ン
7

焼
」
な
ど
側
々

⑬
手
製
ハ
ム
(
神
丘
・
天
沼
山
平
さ
ん
)

や
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ピ
l
ル
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ゴ
チ
ソ
ウ
が
盛
沢

山
、
美
味
し
い
、
お
い
し
い
と
言
っ

て
ハ
シ
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

初のいも抱り、親も子も

外
国
か
ら
の
お
客
機
を
お
世
話
し

て
い
る
附
家
か
ら
税
伏
に
つ
い
て
と
、

エ
ピ
ソ
ド
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
と
桁
会
名
か
ら
の
指
示
が
あ

り
、
村
上
家
か
ら
は
、

「
私
の
所
へ

き
て
凶
日
あ
ま
り
に
な
り
ま
す
が
、

結
構
楽
し
く
過
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
に
ご
参
集
し
て
い
る
方
は
、
外

国
と
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
や
関
係

の
あ
っ
た
人
ば
か
り
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
来
年
に
向
け
て
外
国
で
受
け

た
恩
を
返
し
て
ほ
し
い
口
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い
て
ベ
パ
リ
さ
ん
か

ら
は
、
「
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
、

す
ご
く
恥
か

L
Y
-
-
登
別
や
白

品
、
海
な
ど
い
ろ
ん
な
所
に
い
っ
て

き
ま
し
た
。
今
金
が
と
っ
て
も
い
い

町
で
横
浜
に
仰
り
た
く
な
い
。
こ
う

し
た
所
に
、
日
本
町
内
民
さ
が
あ
る
と

思
う
J

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

楯
家
か
ら
は
、

「
世
界
が
狭
く
な

っ
た
。
外
国
へ
行
っ
て
い
る
人
が
多

〈
な
っ
た
。

入
、
ど
人
と
の

ふ
れ
合
い

が
大
切
だ
と
思
う
。
ロ
レ
ル
さ
ん

を
あ
ず
か
り
、
考
え
き
せ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
櫛
か
ら
帰
っ
た
時
の
こ

と
で
す
が
、
車
内
座
席
の
砂
を
ほ
ろ

っ
た
り
、
家
に
主
人
が
先
に
入
ら
な

い
と
入
ら
な
い
と
古
っ
た
こ
と
。

現
必
の
日
本
人
に
忘
れ
ら
れ
て
き

て
い
る
の
で
な

い
か
1

1
日
本
人
も

与
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
私

的
所
に

い
て
、
教
え
る
こ
と
は
あ
り

昼
食
後
、
レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
の

計
画
も
組
ま
れ
て
お
っ
、
函
館
か
ら

時
間
指
滋
只
が
こ
ら
れ
て
お
り
、
政

A
H
峨
や
握
手
、
仲
間
づ
く
り
(
ア
ル

プ
ス
一
万
尺
)
克
に
は
、
レ
ク
ダ
ン

ス
主
ど
一
時
間
あ
ま
り
、
好
天
に
恵

ま
れ
た
今
日
一
日
を
楽
し
く
過
し
て

ゆ
か
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
事
業
の
計
画
に
あ
た
り
、
矢

• • 
ま
せ
ん
。
教
え
る
の
は
惑
い
こ
と
ば

か
り
で
す
己
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
、
ロ
l
レ
ル
さ
ん
か
ら
は
、

「き
て
2
迎
問
に
な
り
ま
す
。
裂
し

く
過
し
て
き
ま
し
た
.
悔
や
い
ろ
ん

な
所
に
行

っ
て
き
ま
し
た
.
(
パ

チ

ン
コ
昆
)
に
も
行
き
ま
し
た
。
」
と
、

野
さ
ん
は
、

「
昨
年
、
今
金
駅
の
赤

石
さ
ん
か
ら
こ
の
隠
し
が
あ
り
、
そ

れ
は
い
い
こ
と
だ
‘
今
金
男
爵
町
立

伝
に
も
な
る
U

と
受
け
、
今
囲
内
迎

び
と
な

っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
.

今
金
駅
の
赤
石
さ
ん
か
ら
は
、
「
来

年
も
更
に
実
施
し
た
い
.
今
度
は
、

函
館
や
札
税
な
ど
に
も
呼
び
か
け
て

行
き
た
い
己
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

〔日〕

会
場
か
ら
ど
っ
と
笑
い
。
一
見
に
「
今

金
か
ら
州
り
た
く
な
い
で
す
U

と

そ
れ
ぞ
れ
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
.

9
月
2
日
に
は
、
ベ
パ
リ
さ
ん

は
横
浜
に
、
ロ
l
レ
ル
さ
ん
は
京
都

へ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
残
し
て
旅

立
た
れ
た
よ
う
で
す
.

= 
= 
= 
= 
= = 
= 

= 
= 
z 

= 

= 
= = 
= 
= 
= 
= = 

= 
= 

= 
= 
= 
= 
= 
= 

園
児
に
よ
る
い
も
掘
り
「
今
金
名

産
男
爵
い
も
し
が

9
月
7
日
に
催
さ

れ
ま
し
た
.
場
所
は
、
宇
鈴
問
的
山

口
約
さ
ん
宅
図
児
3
歳
i
5
蹴

児
山
名
が
パ
ス
で
出
か
け
、
股
作
業

を
し
た
も
の
で
す
.

凶
児
た
ち
は
、

「先
生
、

7
y
夕
、

ア
y
タ
」
と
芋
を
手
に
大
将
ぴ
‘
旧
制

っ
た
芋
を
袋
に
詰
め
て

「
こ
ん
な
に

と
れ
た
よ
」
と
大
収
機
的
袋
を
見
せ

土に親し

て
お
り
ま
し
た
。

さ
ぞ
か
し
、
夜
の
食
卓
に
彩
り
を

そ
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
.

こ
の
事
業
は
、
出
口
さ
ん
の
協
力

を
待
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
園

児
の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
地
内
小
人
た

ち
ば
か
り
‘
良
作
業
を
知
ら
な
い
こ

と
、
土
に
親
し
む
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
剖
園
、
肌
で
感
じ
る

教
育
を
始
め
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

( 9 1 



小
百
合
保
育
園
運
動
会

和
や
か
な
大
運
動
会
が
、

9
月
9

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
.
図
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
始
ま
っ
た
の
で
す
が
悶
の

た
め
急
き
ょ
変
更
、
総
合
体
育
館
と

な
り
ま
し
た
.

お
粗
目
に
お
よ
よ
犬
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
可
愛
い
幼
児
向
遊
戯
や

カ
ケ
ン
コ
‘
綱
引
き
、
出
り
物
競
争

と
数
々
、
特
に
父
母
は
大
和
川
町
「
あ

主
た
と
私
は
ピ
y
タ
ン
コ
」
の
極
目
、

父
母
が
一
定
的
所
ま
で
走
り
お
父
さ

ん
の
背
に
お
母
さ
ん
が
オ
ン
プ
す
る

父
母
ゲ
ム
、
お
母
さ
ん
の
勢
い
に

お
し
ま
く
ら
れ
て
、
ズ
ン
コ
ケ
て
し

ま
う
お
父
さ
ん
も
、
ま
た
、
特
別
番

組
が
企
画
さ
れ
た
「
父
母
リ
レ
」

で
立
、
丸
、
ド
肱
川
械
、
終
り
こ
立
悦
子

一

l

j

i
l
l

i

t

-

-
1
:

ダ
ン
ス
で
楽
し
く
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
e

• • 

所得税の

記帳・記録保存制度の
あらまし

ー
記
帳
制
度

事
業
所
得
等
の
あ
る
人
(
官
色
申
告
#
引
を
除
き
ま
す
)
で
、
次
の

川
ま
た
は

ωの
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
帳
簿
を
備
え
付
け
‘

そ
の
年
の
取
引
の
う
ち
、
総
収
入
金
制
聞
や
必
要
経
費
に

つ
い
て
簡
易

な
方
法
に
よ
り
記
帳
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
帳
簿
を
七
年
間
(
嘗

類
は
五
年
間
)
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
正
し
た
。

川
そ
の
年
の
前
年
十
二
月
三
十

一
日
に
お
い
て
、
前
々
年
分

の
事
業
所
得
等
の
金
額
が
士一

百
万
円
を
超
え
る
人

一
∞
そ
の
年
の
三
月
三
十

一
日
に

お
い
て
、
前
年
分
の
事
業
所

得
等
の
金
額
が
三
百
万
円
を

超
え
る
人

し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
事
業
所
得
等
が
三
百
万
円
を

越
え
て
い
る
人
は
、
昭
和
六
十
年

一
月

一
日
の
取
引
か
ら
記
帳
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
.

E
記
録
保
存
制
度

昭
和
五
十
九
年
度
の
所
得

税
法
の
改
正
に
よ
り
、
事
業

所
得
等
(
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を

い
い
ま
す
)
の
あ
る
人
に
対

し

て

、

記

帳

制

度

や

記

録

保

存

制

度

な

ど

新

し

い

制

度

が

設

け

ら

れ

ま

し

た
。

そ
二
で
、
そ
の
制
度
の
あ

ら

ま

し

を

鋭

明

し

ま

し

ょ

う
。

ー
の
記
帳
を
し
な
く
て
も
よ

い
人
で
も
、
次
の

ωま
た
は

ωの
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
そ
の
業
務
に
附
し
て
作
成
し
、
ま
た

は
受
領
し
た
帳
簿
や
書
類
(
決
算
関
係
性
類
、
前
求
舎
、
納
品
書
、

領
収
告
な
ど
)
を
整
理
し
て
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

川
そ
の
年
の
前
年
十
二
月
三
十

一
日
に
お
い
、
て
、
前
々
年
分

の
確
定
申
告
告
な
ど
を
提
出

し
て
い
る
人
平
前
々
年
分
に

つ
い
て
決
定
砂
受
り
て
い
る
人

ωそ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
に

お
い
て
、
前
年
分
の
確
定
申

告
告
な
ど
を
提
出
し
て
い
る

人
平
前
年
分
に

つ
い
て
決
定

を
受
け
て
い
る
人

し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
人
な
ど
は
、
昭
和
六
十
年
一

月

一
日
の
取
引
に
関
す
る
も
の
か
ら

保
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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B
総
収
入
金
額
報
告
制
度

そ
の
年
の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
人

(
そ
の
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
世
除
き
ま
す
)
は
・

そ
の
収
入
金
額
の
合
計
板
な
ど
を
記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
舎
を

翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
拠
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た

し
た
が

っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
恕
を
鎚
出
す
る
必

要
が
な
い
人
で
も
五
十
九
年
中
の
事
業
所
叫
同
等
の
総
収
入
金
制
の

合
計
額
が
五
千
万
同
を
超
え
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
十
五
日

ま
で
に
、
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提
出
し
な
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

d
収
支
内
訳
書
添
付
制
度

事
業
所
得
等
が
あ
る
人
(
青
色
申
告
者
を
除
き
ま
す
)
が
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の

内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
告
を
確
定
申
告
舎
に
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が

っ
て
、
来
年
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
舎
を
提
出

す
る
と
き
は
、
収
支
内
駅
舎
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な

お

、

お

分

か

り

に

な

ら

な

い

点

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

お

気

軽

に
最

寄

り

の

税

務

署

(

所

得

税

担

当

)

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

し

( 10) 
(11) 
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控 川 北柏山側保病院 宮③ 5321 I~ 
3 21日 瀬 棚町崎病院 宮③ 3022 3

'-' 1 28日 北柿山町平病院 8④ 50111'-' 
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守E持'1 15'部4 

-01 8月末現在 同d 
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ぐ I~ 人に 8叩 (+12) I~ 
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ロ 9月号広報紙町、の欄で「本多恭'I':'<A..=民崎 口
構 』 型車

集編/ 44 由美子さんJ と，1.).1砥しましたが「本多恭宅九 =長 国
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9 n 15日「倣老の日 J にちなみ、町民稲制

球では、 9月15日現イ1'88成以」ニ町長寿番付が

党去されま Lた。

M頁イ立 氏 名 f主 ~IJ 年齢 現住所

i 村端 ち 五 立 100 盟奔l盟
2 笹 回 ヨそ ク 1立 95 ~~17J~ !却

3 下本友 一 g~ 94 1卸世3

4 m 藤松代 女 92 g止ij，-p凶l

5 rN ElI セ キ 女 92 栄 11fT 

6 'fi )11 己之助 93 91 象主 IHT 

7 岩 sli キ サ 1立 91 栄 l町

8 大 山 七之助 9J 90 末広町

9 11: 8.! ト モ 女 90 盟舟匝l

10 町 加I き よ -t.: 90 やl' J王

11 鈴 オミ ゆ つ 1立 90 金 }Jjt 

12 イJ' II主 カ 三号 立 90 布江i やt

13 leur J 畑H ナ ヲ 女 89 旭町

14 ;?!i キ4 ソ ノ 1;1: 89 収 存 関

15 安藤助
" 9J 89 相l' 丘

16 iE 問 fι1揖 列 89 本 開J

17 宗イ世相i μl 9~ 89 美干11河

18 111 田 ょιの k 89 ~}.JI胡

19 谷崎佐~!T' 立 89 ~~~~ :Xf' I副

20 小林庄 AFh L lj3 89 盟んミ困

21 松 本 イクヨ 立 89 日 進

22 地 チ ウ 立 89 盟 lfl剖
23 4昔話 木 、 4ナ 立 88 稲息!『

24 山 口 ト ク 女 88 イヒ 訂

25 11' d韮 ゲラ 女 88 金 n;t 

26 阿 部 ケサヨ ι 88 八 点

27 イJ' d長 末 松 93 88 f.:t 1i 
28 宮崎 ノブエ 立 88 f1'J;f[副
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